
天文ガイド 惑星サロン （2021年10月号）
過去5年間における⽊星観測者の分布

1自転前1自転後

 世界の⽊星観測者は、⽇本／オーストラリア、ヨーロッパ／南アフリカ、南北
アメリカの3地域に偏在している。

 ⽇本を基準に考えると、⽊星の1自転前と1自転後に観測者が集中してい
て、⽊星全面をモニターするには都合が悪い分布になっている。

2000年以降に拡⼤すると

 集計単位を再編（国／州 → 国グループ／州グ
ループ）

 円の面積が報告数 観測シーズンごとの変遷動画



報告数のいろいろな比較（その１）

 最初は⻄⽇本が圧倒的に多かっ
たが、2010年頃から東⽇本から
の報告が増加した。

 海外からの報告は徐々に増加、
2010年頃からは海外の⽅が多く
なった。

東⽇本 vs ⻄⽇本

国内 vs 海外

報告数のいろいろな比較（その２）

 ⽇本の他ではヨーロッパが多い。北⽶は印象の
割りに多い、地域に分散しているせい︖

 北半球が圧倒的に多いが、南半球も増加傾向。
 南半球には⽊星の⾚緯に従った増減が⾒られ

るが、北半球は明確ではない。

地域別

北半球 vs 南半球



ここでクイズです

⽊星観測者は北海道から沖縄まで、⽇本の⾄
るところにいて、⽇々観測画像を月惑に報告し
ていると思いますが、これまで月惑に報告が一件
もない都道府県は存在するでしょうか︖
また、あるとすれば、それはどこでしょうか︖

注）2000年以降の⽊星に限ります。

クイズの答え

あります。
図の白抜きの県は、報告があ
りません。全部で11県です。


